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■ＴＱＭ発表大会が開催されました。

日頃よりご高配を賜り誠にありがとうございます。

出雲市民病院では、業務改善活動の一環として毎年TQM

発表大会を開催しています。今年は第20回の節目を迎え、

11サークルが日頃の改善活動の成果を発表しました。

「職場の課題を改めて見直し、QC手法で解決しよう」を

テーマに、限られた人員の中でも医療・サービスの質を

維持・向上させるための工夫が数多く紹介されました。  

現場の視点を活かした取り組みは、業務改善や患者

サービスの向上につながる有意義な発表となりました。

※TQM（Total Quality Management）とは、組織全体

で継続的な質向上に取り組む活動です。

最優秀賞
４階病棟：車いすスマート化チーム！
テーマ：車いすの管理について 

～ストレス回避して馬（うま）くいく～

優秀賞
リハビリ室：リハ増し増しブラザーズ
テーマ：患者一人当たりのリハビリ提供量を増やそう

退職者による人員減少という課題に着目し、分析から改
善策の実践まで丁寧に取り組まれていました。
業務の効率化と患者さんのADL維持・向上の両立を目指
した有意義な活動であり、今後のさらなる発展が期待され
ます。

日常業務の中で感じていた「車いすの置き場に困る」と
いう課題に着目し、アンケートを活用して現状を整理した
取り組みでした。車いす表の作成やカラーテープによる識
別、置き場の整備など実践的な改善を行い、安全性や管理
面の向上につなげた点が評価されました。今後の定着とさ
らなる活用が期待されます。

院長賞
栄養課：栄養課QCチーム
テーマ：人手不足に負けない栄養課を作ろう！！

 ～7人体制から6人体制へ～

人手不足の中でも食事の質を維持することを目標に、冷
凍野菜の活用や献立の見直しなど業務改善に取り組みまし
た。作業時間の短縮や働きやすい職場づくりにつながった
点が高く評価されました。
今後も、おいしい病院食の提供と継続的な改善が期待さ
れます。

リハ増し増しブラザーズ

■特定技能外国人スタッフを迎えて
    ～ともに学び、ともに働く職場づくり～

Q. 日本での生活や仕事には慣れてきましたか？

スタッフが「やさしい日本語」で話してくれるので助

かっています。生活面ではセルフレジや信号機（自転車

用）などに少しずつ慣れてきました。

Q. 日本語で困ったときはどうしていますか？

Ａ. 分からないときは聞き直したり、ゆっくり話してもら

うようお願いしたりしています。翻訳アプリで言葉を調べ

て勉強しています。

Q. これからできるようになりたいことは何ですか？

Ａ. 患者さんに自分から積極的に話しかけられるようにな

りたいです。また、カルテ記録ができるようになり、一人

で仕事を任せてもらえるようになることが目標です。

特定技能外国人スタッフの受け入れに向けて、「やさ
しい日本語・コミュニケーション講習」を実施し、円滑
なコミュニケーションが図れる職場づくりを進めてきま
した。また、職員の名札をひらがな表記にするなど、働
きやすい環境整備にも取り組んでいます。 

5月から外国人スタッフが仲間に加わり、患者さんや職
員との交流も少しずつ広がっています。今回は、5階病棟
で働くジョイスさん、カイさんに仕事や日本での生活に
ついて、そして指導スタッフに一緒に働いて感じること
を聞いてみました。

Q. 仕事の中で今いちばん頑張っている

ことは何ですか？

Ａ. 一日の仕事の流れを覚えることや、

スタッフとのコミュニケーションを頑

張っています。患者さんの名前や体調の

変化にも気を配るよう心掛けています。

～ 一緒に働いて感じること ～

受け入れ当初は緊張した様子でしたが、少しずつ職場に

慣れ、笑顔が増えてきました。その笑顔は患者さんや職員

にも広がり、職場を明るくしてくれています。
指導の際は、分かりやすい日本語を心がけながらコミュニ
ケーションを取っています。これからも持ち前の優しさを
大切にし、患者さんや職員から信頼される介護職員へ成長
していってほしいと思います。（介護福祉士主任：櫻井）

外国人スタッフと日本人スタッフが互いに学び合いながら、
より良い医療の提供を目指しています。

よろしくお願いします

おそば食べました
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